2004-07-26

UBLのCCTとDT，及びUN/CEFACTのBusiness Document HeaderについてECOMに問い合わせ

1． ECOMに問い合わせ

以下の内容は，7月23日に，ECOM若泉様に問い合わせて聞いた内容です。

1.1　UBLのCCT（Core Component Type）とDT（Data Type）について

(1) CCTとDTの意味と実装

· 共通のEDIデータ項目を定義したものであり，1つのCCT，DTに対して複数のプロパティを定義している。

· これらのプロパティは，EDI実行時にはXML Instanceに組み込まれてメッセージ伝送される。

· このため，同一のCCT，DTの内容が伝送され，EDI電文が大きくなるデメリットがある。このため，プロパティの定義を減らしたDTが出てきている。

(2) CCTの翻訳

· UBLのCCTはebXML CCTSで定義しているCCTと全く同一である。

· CCTをECOMでは翻訳しない。理由：NameとDefinitionを翻訳したとしても意味がないと思われるため。Nameが英語のまま利用した方が良い。Definitionは一般的な説明であり，有効でないと思われるため。

· CCTの意味の概略解説書は作成した。JEDICニュースレターで公開した。

(3) DTの意味

· DTはCCTを派生させたものであり，プロパティを追加・削除などしている。

· DTは，各業界などで決めて開発する性格のものである。CCTのスーパーセットとも言える。

(4) DTの翻訳

· Nameの翻訳は意味がない。英語名称をそのまま利用すれば良い。

· Definitionは翻訳した方が良い。理由：UBLが決めたDTの意味を理解するため。

(5) Unspecialized DT

· BinaryObjectは，CCTからプロパティを減らしている。

· Graphic，Picture，Soundは，CCTのBinaryObjectから派生している。

· ebXML CCTSと矛盾していない。

(6) UBL DTの不具合

· ChipCodeのDefinitionは，CCTのCodeのDefinitionと同じで意味がない。

· SubstitutionStatusCodeも同じで意味がない。

(7) EDIユーザーとしてCCT，DTの理解の必要性

· 金額のBIEでも，通貨単位として円とドルがある。しかし，通貨単位のBIEはない。Amount（CCT/DT）の中にプロパティとしてある。

· このような構造のため，CCTとDTの理解が必要。

· UBLのBusiness DocumentはDT（Representation Term）を必ず決めている。DTの説明が必要である。DTの一覧表が必要。Nameは翻訳しないで良い。DTのDefinitionは翻訳した方が良い。

· UBLのBusiness Documentの日本語訳表の列にRepresentation Termを追加した。Tim McGrathの推奨に基づいた（斉藤）。→Data Typeの方が良い（若泉）。

1.2　UN/CEFACTのStandard Business Document Header

(1) UBLは，この概念がない。仕様書にない。不要である。実装時もebMS，CPPAで実装できる。

(2) ECALGAの方針

· ECALGAは何かの必要性があって，この仕様もどきのドキュメントヘッダーを作成した。

· BPSS利用のためなのかも知れない。

· ECALGAがドキュメントヘッダーを作った理由は細田様に聞いた方が良い。

2． 上記の1.2項に関して，NECソフト）細田様の見解（2004年7月26日）

· ECALGAのBusiness Document Headerには，SOAPヘッダー，ebXMLヘッダーに入れられないと思われる以下の項目を入れた。

· 受信者コード

· 発信者コード

· データ処理No.

· これらの項目は，CIIのメッセージグループヘッダーなどにあった項目である。

· UN/CEFACTのStandard Business Document Headerを参考にした。
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